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＜物理分野＞

水のあたたまり方実験器

小学校第４学年「もののあたたまり方」の学習に適した教材・教具です。長さ約75㎝(φ30㎜)

のガラス管やディジタル温度計などを活用し、水の熱による現象を視覚的にとらえることができ

るように工夫しました。

特 徴

・ガラス管は比較的安価に購入できます。

・ディジタル温度計と自作サーモⅡを併用

することにより、水は上のほうからあた

たまるという事実を、視覚的にわかりや

すく子どもたちに理解させることができ

ます。

・ガラス管の上部や下部に触れさせること

で、温度の違いを体感させられることが

できます。

・水の対流については、水の中に浮遊物を

入れることによって、あたためられた水

が上へ動く現象を目で確かめさせること

ができます。

(浮遊物としては、卵豆腐を細かく砕いたものが良い)

材 料

・長さ約75㎝(φ30㎜)のガラス管 ・ガスコンロ

・ゴム栓 ・実験用スタンド

・ディジタル温度計 ・細いガラス管

作り方

１ 長さ約75㎝(φ30㎜)のガラス管を実験スタンド２個で設置します。

２ 上部と下部にディジタル温度計をゴム栓で取り付けます。

(ディジタル温度計を使うことで変化していく水の温度が

視覚的にとらえることができます)

(上部のゴム栓には、右図のように細いガラス管を通して

おき、中の水蒸気が外へ出るようにしておきます)

取り扱い

１ ガラス管内部に水を入れ、調べたい角度に設置します。

２ ガスコンロなどの熱源を調べたい位置に設置し熱します。

(熱源より上部の水温が数分間でかなり上昇し、下部はほとんど変化しません)

注 意

！ 装置が大がかりなため、設置には補助が必要です。
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